
 
 
 
 
 

●●  ●●  ●●  交交通通社社会会実実験験がが終終了了ししままししたた 

平成２２年１１月８日（月）から開始しました「～人にやさしく走る街～ 深大寺通り交

通社会実験」は，皆様のご協力により，１１月２８日（日）をもって終了いたしました。 

●●  ●●  ●●  一一部部ののイイメメーージジハハンンププをを残残ししてていいまますす 

実験のため深大寺通りに設置していた３種類のイメージハンプについては，実験終了後に

すべて撤去する予定でしたが，深大寺通り街づくり協議会からの要望と，沿道にお住まい

の方々の御理解をいただくことにより，当面の間２種類のイメージハンプを残し，引き続

きその効果を検証していくこととなりました。 

今後は，地元の方々の御意見を伺い，関係機関等との調整を行いながら，２種類のイメー

ジハンプの最終的な取扱いについて検討を行ってまいります。 
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深大寺通り交通社会実験 終了のお知らせ 
平成２２年１２月３日

～ 人にやさしく走る街 ～

【イメージハンプ】だまし絵状の矢印

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪当面の間 残しています≫ 

【イメージハンプ】車道脇の白い点線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪当面の間 残しています≫ 

【イメージハンプ】赤い縞模様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪２９日（月）に撤去しました≫ 



●●  ●●  ●●  ““ドドラライイババーーへへのの働働ききかかけけ実実験験””をを行行いいままししたた  
交通社会実験期間中の１１月２４日（水）・２５日（木）には，規制速度３０ｋｍを超過

しているドライバーが自発的に速度を抑えるよう，直接働きかける実験を実施いたしまし

た。実施にあたっては，埼玉大学工学部建設工学科 設計計画研究室のご協力をいただき

ました。 

 

●●  ●●  ●●  アアンンケケーートト調調査査をを実実施施ししまますす 

３週間にわたり実施した交通社会実験の効果を検証するため，深大寺通り周辺の住民の

方々などに，今後，アンケート調査を実施してまいります。調査票がお手元に届きました

場合は，ぜひご協力をお願いいたします。 

 

●●  ●●  ●●  交交通通社社会会実実験験のの評評価価結結果果をを公公表表ししてていいききまますす 

アンケート調査の結果とともに，交通社会実験の前と実験中で実施した交通量調査や走行

速度調査の結果をとりまとめます。これらの結果を踏まえて効果の検証を行い、実験につ

いての評価を実施してまいります。 

評価結果については，平成２３年２月頃に予定している第４回深大寺通り交通社会実験実

施準備会で検討し，市民の皆様に公表していく予定です。 

上流側

歩行者・自転車利用者がこうむっている危険な

思いを，直接ドライバーに伝えるよう働きかけ

ました。2 日間で約３５０名の方がお願い文を

受け取られました。 

ドライバーが実際に出している速度を直接 

ドライバーに提示しました。 

実験スタッフがドライバー

に配布物を手渡し 

配布物の一部→ 

下流側

ドライバーに 

速度を掲示 

スピードガンで

速度を計測 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
【実 施 主 体】調布市・深大寺通り街づくり協議会 

【お 問 い 合 わ せ】調布市 都市整備部 都市計画課 地域支援係 
〒182-8511 調布市小島町 2-35-1 電話：042-481-7444（直通）


